








要約:HBs 抗原陽性の母親から出生した児に対し、HB ワクチン投与を出生後 6 日の新生児

室退院時から開始した場合(早期投与群)でも、従来の生後 2ヵ月からワクチン接種を開始

した場合(対照群)と同様な予防効果が得られるかを検討した。対象は HBs 抗原陽性、HBe

抗原陰性の母親から出生した児とし、早期投与群 27 例、対照群 24 例である。これらの児

の HBs 抗体を測定したところ、早期投与群でも2回のワクチン接種により十分な抗体価の

上昇が認められ、生後 2～3 ヵ月ですでに能動免疫を獲得している例が多く、従来の予防

方法と比較して遜色は認められなかった。以上から、早期に抗体を得させるためには、新

生児室退院時に第 1回のワクチン接種を行うことは、有効な方法であると結論された。


